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Vol.48 No.1 20201 最新のトピックス掲載

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．
できるだけやさしく，わかりやすい解説での誌面構成を心がけています．

「技術講座」注目の連載

検査の基礎技術の習得・向上に役立つよう，各種臨床検査について，その方
法や工夫などを解説しています．「step up 編」は，入職後数年経つ中堅の臨
床検査技師，二級試験の受験を控える年齢層の技師向けの内容です．

■ 2 号掲載（予定）
一般　尿沈渣中の白血球形態とその鑑別� 中村彰宏
病理・遺伝子　分子病理学的検査としての FISH� 馬場郷子
免疫　免疫検査の精度管理� 岡田　元
微生物 step up 編　アウトブレイク時の微生物検査� 中村竜也

病気のはなし
インフルエンザ� 岡　秀昭，他

技術講座
生化学　糖尿病療養指導
　検査項目の評価時のポイントを中心に� 中筋幸司，他
その他　医療と情報システム
　臨床検査を中心に� 増田健太
病理　がんゲノム医療における病理部門の役割
　� 安孫子光春，他
生理〔step up 編〕　
　超音波エラストグラフィによる肝硬度・線維化評価
　� 伝法秀幸

トピックス
自己免疫性水疱症の診断の最前線� 氏家英之
抗菌薬適正使用支援のための selective reporting
　� 原　祐樹
フォーカス
国際的な医療機能評価機構 JCI による医療の質改善の
　取り組み� 前本篤男
がんゲノム医療中核拠点病院における臨床検査技師の
　役割と貢献� 柳田絵美衣
臨床医からの質問に答える
悪性リンパ腫やリンパ性白血病の診断において，クロナリ

ティを判断するためのサザンブロット法と PCR 法の使
い分けを教えてください．� 丸岡隼人，他

疾患と検査値の推移
ギラン・バレー症候群� 川邉清一

帰ってきた　やなさん。・6
座敷わらしのお宿とやなさん。（後編）� 柳田絵美衣
読者質問箱
糖尿病性末梢神経障害で，なぜ神経伝導検査の
　F 波検査が重要なのですか？� 佐々木一朗
生理検査のアーチファクト
聴覚機能検査②　気導聴力検査
　知識不足による影響� 橘内健一
臨床検査のピットフォール
細菌の自然耐性� 口広智一
ワンポイントアドバイス
尿蛋白試験紙法とスルホサリチル酸法の使い分け
　� 小林　渉

過去問 de セルフチェック！/ラボクイズ/他

■『検査と技術』2020 年（12 冊）（2 冊の増刊号を含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料（送料弊社負担）：

冊子版：本体 23,500 円＋税
冊子＋電子版/個人：本体 28,500 円＋税
電子版/個人：本体 23,500 円＋税
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糖尿病療養指導　検査項目の評価時のポイントを中心に

医療と情報システム　臨床検査を中心に

がんゲノム医療における病理部門の役割
超音波エラストグラフィによる肝硬度・線維化評価
病気のはなし　インフルエンザ

がんゲノム医療中核拠点病院における
臨床検査技師の役割と貢献 

トピックス　自己免疫性水疱症の診断の最前線

トピックス　抗菌薬適正使用支援のための selective reporting

フォーカス　国際的な医療機能評価機構 JCI による医療の質改善の取り組み

疾患と検査値の推移　ギラン・バレー症候群

臨床検査のピットフォール　細菌の自然耐性

ワンポイントアドバイス　尿蛋白試験紙法とスルホサリチル酸法の使い分け

フォーカス　
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